Analysis of the Sea Cucumber Population in Omura Bay, Nagasaki Prefecture by 松宮 義晴
長崎大学水産学部研究報告 第55号1～8(1984) 1
長崎県 大村湾 にお け るマ ナマコ資源 の解 析*1
松 宮 義 晴
Analysis of the Sea Cucumber Population 
  in Omura  Bay, Nagasaki Prefecture
Yoshiharu MATSUMIYA
 In order to analyse the dynamics of the sea cucumber, Stichopus  japonicas, population in 
Omura Bay, Nagasaki Prefecture, Japan, the fishery data and the body weight composition 
data were examined. Data used were the statistics of the catch and effort by the sea cucumber 
dredge fishery for five fiscal years from 1978 to 1982. Collection of these data and biological 
measurement of the catch were conducted at Omura City Fisheries Co-operative Association 
located in the eastern coast of Omura Bay. The method and results obtained are enumerated 
as follows: 
 1. The outline of the sea cucumber fishery in Omura Bay was explained on the fishing sea-
son and manner etc.. The yearly variation of the total catch of the sea cucumber in Omura 
Bay shows a decreasing tendency after 1970. In general, the sea cucumber was commercially 
 classified into two forms of the blue and red one. The blue sea cucumber occupied the ma-
jor portion of the catch in this bay, so it was chosen as the object of this research. 
 2. Using the DeLury's method based on the daily catch and effort data, the initial popula-
tion size, the catchability coefficient and the exploitation rate were estimated at  11.0~40.6 t, 
 0.0015-0.0066 boar¹.  clay-¹ and  63~90%, respectively. The fluctuation of these parameters 
by fiscal years was presented and examined. 
 3. The estimate of the catch efficiency by the dredge net for the sea cucumber was given 
0.344 by calculating the areas of each haul and fishing ground. 
 4. The mean body weight of the sea cucumber was about 140 g, and did not increase 
straightly as the fishing season progressed. The sea cucumber population was composed of 
many  I+ and little above  II+ age groups. 
 5. The linear regression lines of the body wall weight on the body weight, and the allom-
etry equations of the body wall weight to the length of alimentary canal were calculated by 
fiscal years.
わが国で一般 にナマコと呼ばれ,生 食 されているマ
ナマ コ Stichopus japonicus SELENKAは,体 色の特
徴か らアカナマ コとアオナマ コに分 けられている.崔
・大 島(1961)は 体色 のみでな く,生 態的 ・形態的 に
も多 くの差異をみ とめている.ア カナマ コは主 と して
外洋性で岩礁や礫底にすみ,ア オナマコは内湾の砂泥
底を主な生息場 と してい る.
マナマ コ は日本全国で 年 間約1万 トンの漁獲 が あ
り,北 海道,広 島,山 口,石 川,愛 媛,青 森,長 崎 な
どの各道県では特に重要な漁業生物資源である.古 く




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































松宮:大 村湾のマナマ コ資源 の解析
を,ア オナ マ コの成 長の指標 とす ることは困難 が伴
う.仮 にコ ノワタの材料 として消化管のみが多量 に得
られ る時,季 節を限定 しさえすれ ば,消 化管長 よ り殻
重組 成を推定す ることは可能である.
要 約
漁 業協 同組合 の漁獲水揚伝票 の整理 と漁獲物の測定
な どか ら,長 崎県大村湾 におけるマナマコ資源につい
て若 干の知見 を得た.
(1)大村湾 のマナマ コ漁業の概要を述 べた.湾 内の漁
獲量は1970年 を ピークとして,減 少傾 向をた どってい
る.マ ナマ コはアカナマコとアオナマ コに区別 され る
が,本 報告では9割 を占めるアオナマ コを対象 と し
た.
(2)湾東岸に位置 し,12.5km2の 漁場を もつ大村市漁
業協 同組合新 城支部 よ り得 られた,ナ マ コ桁網 による
アオナマ コの漁 獲統 計資料 を用 いた.
(3)日毎の漁獲重量 と出漁隻数を用 いたDeLury法
による解析の結果,1978～1982年 度 の解禁 日前の初期
資源重量は11.0～40.6t,漁 獲能率は0.0015～0.0066,
また漁獲率は63～90%と 推定 された.
(4)操業時 の曳網面積 と対象漁場 の面積 などか ら,ア
オナマ コに対す るナマ コ桁網の漁獲効率 を0.344と 算
定 した.
⑤ アオナマ コの平均体重は漁期 とともに増加せず,
おお よそ1409で あ った.ア オナマ コ資源は1十 歳 が
主体で,2+歳 以上が若 干加わ っていた.
(6)体重に対す る殻重 の一次回帰式 と,消 化管長 に対
す る殻重のア ロメ トリー式を年度 ごとに求めた.
文 献
8
富士 昭 ・梶原 昌弘(1977).メ ガ ロベ ソ トスの定量
測定― 潜 水観測船に よる―.海 の生態学 と測定,日
本水産学会編.恒 星社厚生閣,東 京,67―82.
平 田 満 ・石原 勝 ・尾 脇満雄(1983).5つ の手法
で推定 した熊本県黒島保護水面 のア ワビ現存量.熊
本水試研報,(3),27-34.
石 田雅俊(1979).マ ナマ コの種 苗生産.栽 培技研,
8(1),63-75.
北原 武 ・林 功 ・多胡信良(1977).貝 桁網 の漁獲
効率の推定.日 水誌,43(2),135-142.
小島 博 ・中丸喜昭 ・谷本 尚則 ・石橋 喜美子(1978).
徳島県海部郡産 クロア ワビ資源の研究―Ⅱ.海 士漁
業 と資源特性値.東 海水研研報,(93),45-62.
松宮義晴(1983).沿 岸水産生物 の資源評 価.水 産資
源 の解析 と評価 そ の手法 と適 用例,石 井 丈夫編.
恒星社厚生閣,東 京,115-129.
崔 相 ・大島泰雄(1961).ナ マコにみ られる 「アオ」
と 「アカ」の形態 および生態的差異について.日 水
誌,27(2),97-106.
崔 相(1963).な まこの研究 一まなまこの形態 ・生
態 ・養殖 一.海 文堂,東 京,219pp.
酒井克己 ・小川七朗 ・池田修二(1980).大 村湾にお
け るナマ コの天然採苗.栽 培 技研,9(1),1―20.
渋井 正(1982).岩 手県宿戸漁業協 同組合 におけ る
ア ワビの増産実績 とその背景.栽 培技研,11(2),
9-13.
塩川 司 ・桑 岡亦好 ・藤木哲夫 ・立石 賢(1968).
アカガイ資源 の研究一1.一 定 区域 内におけ る貝の
生息量 の推定方法 と貝桁網の漁獲効率.日 水誌,34
(4),310-314。
 drag efficiency. J. Fish. Res. Bd.  Can., 25 
 (10), 2123-2141. 
DeLury, D. B. (1947). On the  estimation of bio-
 logical  populations.  Biometrics, 3(4), 145-167.
Caddy, J. F. (1968). Underwater observations on 
scallop (Placopecten magellanicus) behaviour and
